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東日本大震災の下水道支援報告 

支援活動名 下水道支援  

所属    建設局下水道河川部設計課長 

氏名    友久 広一 

活動期間  平成23年 3月 31日～平成23年 4月4日、 

平成23年 4月 11日～平成23年 4月15日 

活動場所  宮城県仙台市 

 

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分に発生した M9.0 の巨大地震とその直後の大津波により、仙台市で

は、下水道施設にも甚大な被害が発生した。大都市間では、「20大都市災害時相互応援に関する協定」

の他、過去の大地震の際の経験を教訓にして、平成8年以来、大都市のどこかで災害が発生した際、

下水道事業に関し、友愛的精神に基づいて相互に救援協力するものとし、「下水道災害時における大都

市間の連絡・連携体制に関するルール」を策定している。今回の場合もこれらに基づき、大阪市を情

報連絡総括都市とし、大都市からの支援体制をとることとなった。 

本市も、支援要請を受け、下水道管内やマンホールの被災状況の一次調査及び下水道管内のテレビ

カメラ調査などの二次調査並びに4月7日の余震に伴う追加の一次調査を行うこととした。私は、被

災後すぐに編成され3月19日から3月29日まで支援を行った第一次調査隊6名の後を受け、第二次

調査隊の1班2名と3班 2名に同行した。 

仙台市への交通手段は、自前の物資や調査道具持参のため、レンタカーを使うことにした。ルート

としては、大阪まで阪九フェリーを使い、阪神、名神、北陸自動車道路を利用した。途中、大都市間

の現地支援総括都市として、いち早く支援に携わっていた新潟市役所に立ち寄り、被災地支援に関す

る最新情報や仙台市までのルートに関する情報などを得ることができた。翌日、山形県内の両側に雪

が残る米坂線沿いの小国街道を通り、山形市内に入った、そこから山形自動車道、東北自動車道を使

い、仙台市内に到着した。 

 仙台市では、支援隊の集合場所である上谷刈浄化センターに直行した。ここでは、仙台市の職員が

数名詰めて、被災状況のデータ整理等の業務を行っており、各都市からの派遣職員が集まっていた。

担当者から、明日から行う二次調査の内容（範囲、場所、方法等）や調査全般の概要、進捗状況等の

説明を受けた。このとき、当日まで、同じ箇所の二次調査をしてきた岡山市の派遣職員が居合わせた

ので、詳しく引継ぎを受けることができた。 

 毎日、17：00前後に支援隊の各班が集まり、その日の作業の報告会をしていた。その時間には各班

の代表が集まることになっていた。到着後すぐ参加したが、それぞれの調査の進捗状況、エリアの修

了見込み等、今回の調査に関することを話し合う時間になっており、その前後においても、各班員と

名刺交換程度はできたが、それ以上のコミュニケーションをはかる余裕はなかった。各班とも、外業、

内業とも作業時間はそれぞれの自主性に任されており、かなり遅くまでがんばる都市もあった。 



―  109  ―



―  110  ―



―  111  ―



―  112  ―

4月 3日 ⑦下水道管渠第二次調査状況      4月 12日 ⑩下水道管渠の第二次調査 

 ※不具合管渠のテレビカメラ調査         ※ テレビカメラ調査状況 

 
4月 12日 ⑧下水道管渠第二次調査状況     4月 13日 ⑪仙台市南蒲生浄化センター被災状況 

※管布設箇所の道路陥没（ブロック塀の倒壊あり） ※巨大津波により水没し、処理機能停止 

 

 

4月 12日 ⑨下水道管渠の第二次調査      4月 14日 ⑫下水道管渠0次調査 

※ テレビカメラ調査状況             ※地盤の液状化現象による人孔の隆起 

 




